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曲げ寿甑

　
今
号
で
は
、
平
成
元
年
第
1
回
定
例
会
で
の
審
議
内
容
な

ど
を
む
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
3
月
6
日
か
ら
2
8
日
ま
で
2
3
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
■議

決
内
容

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
O
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
元
年
度
予
算
を
は
じ
め
、

区
長
か
ら
4
1
の
案
件
、
議
員
か
ら
1
件
の
案
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
と
そ

の
補
充
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
元
年
度
各
会
計
予
算
　
4
件

（
蔑
姦
蟹
弊
自
緊
磁
黙
民
無
ク
、
）

　
ー
関
係
記
事
は
2
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
！

●
6
3
年
度
各
会
計
補
正
予
算
4
件

　
（
全
員
賛
成
）

〇
一
般
会
計
（
第
二
次
）

O
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
一
次
）

O
老
人
保
健
医
療
会
計
（
第
二
次
）

O
中
学
校
給
食
費
会
計
（
第
一
次
）

　
補
正
後
の
各
会
計
予
算
は
次
の
と
お
り
。

　
一
般
会
計
　
一
七
九
三
億
六
二
〇
〇
万
九
千
円

　
国
保
会
計
　
　
三
〇
三
億
四
〇
八
七
万
八
千
円

　
老
医
会
計
　
　
三
一
五
億
二
一
一
二
九
万
四
千
円

　
中
学
校
給
食
会
計
　
八
億
二
四
四
六
万
五
千
円

●
条
例
の
新
設
　
5
件

O
区
の
休
日
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
土
曜
閉
庁
の
導
入
に
伴
う
も
の
。

○
国
際
平
和
交
流
基
金
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
国
際
的
な
交
流
、
親
善
を
深
め
、
平
和
の
維
持

　
と
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
基
金
を
新
設
し
た
。

○
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職
員
の
懲
戒
免
除
及

　
び
職
員
の
賠
償
貴
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除
条

　
例
（
賛
成
多
数
　
蟹
甑
列
韻
靱
、
威
服
婚
、
）

　
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
大
赦
、
復
権
が
行
わ

　
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

○
せ
た
が
や
ト
ラ
ス
ト
基
金
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
環
境
保
全
の
た
め
の
基
金
を
新
設
し
た
。

○
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
在
宅
福
祉
の
増
進
の
た
め
デ
イ
・
ホ
ー
ム
三
茶

　
（
三
軒
茶
屋
2
丁
目
3
2
1
1
4
）
を
新
設
し
た
。

●
条
例
の
一
部
改
正
　
1
5
件

O
職
員
定
数
条
例

　
（
賛
成
多
数
　
蟹
甑
如
自
駆
蹴
黙
民
．
無
ク
、
）

　
職
員
の
定
数
を
変
更
し
た
。

O
職
員
の
退
職
手
当
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
退
職
手
当
の
支
給
率
を
引
き
下
げ
た
こ
と
な
ど
。

O
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
を
閉
庁
す
る
こ
と
に
伴

　
い
、
勤
務
時
間
制
度
の
規
定
を
整
備
し
た
。

O
職
員
の
給
与
条
例
へ
全
員
賛
成
）

　
通
勤
手
当
の
額
を
改
定
し
た
こ
と
な
ど
。

O
職
員
の
旅
費
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
通
行
税
法
の
廃
止
に
伴
う
も
の
。

○
保
養
所
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
箱
根
足
柄
荘
の
業
務
委
託
に
伴
う
も
の
。

O
区
税
条
例

（
蔑
姦
譲
触
鞠
輪
婚
、
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
区
民
税
の
所

　
得
割
の
税
率
を
改
正
し
た
こ
と
な
ど
。

○
生
業
資
金
貸
付
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
貸
付
限
度
額
を
一
四
〇
万
円
に
引
き
上
げ
た
。

O
国
民
健
康
保
険
条
例

（
蔑
叢
横
弊
㌍
鰍
薙
雌
、
）

　
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
な
ど
を
改
定
し
た
。

O
都
市
整
備
基
金
の
設
置
・
管
理
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
基
金
の
設
置
目
的
に
住
宅
整
備
を
加
え
た
。

O
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例

（
蔑
姦
綴
列
自
緊
嗜
黙
民
無
ク
、
）

　
道
路
占
用
料
を
改
定
し
た
。

O
公
共
溝
渠
管
理
条
例

（
蔑
多
数
蟹
聾
自
黙
嗜
黙
民
．
無
ク
、
）

　
公
共
溝
渠
の
使
用
料
を
改
定
し
た
。

○
私
道
整
備
。
私
道
排
水
設
備
助
成
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
。

○
公
園
条
例

（
蔑
多
数
醸
列
自
黙
蹴
蜜
黒
ク
、
）

　
給
田
西
（
給
田
4
丁
目
5
1
1
）
、
船
橋
2
丁
目

　
（
船
橋
2
丁
目
2
0
1
4
）
の
公
園
新
設
と
と
も

　
に
、
公
園
の
占
用
料
な
ど
を
改
定
し
た
。

0
幼
稚
園
の
保
育
料
条
例

　
（
賛
成
多
数
　
嶺
甑
刻
臼
黙
磁
娘
轡
、
）

　
保
育
料
を
改
定
し
た
。

●
条
例
の
廃
止
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

0
有
坂
さ
よ
児
童
福
祉
基
金
の
設
置
・
管
理
・
処

　
分
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
福
祉
保
健
施
設
整
備
基
金
に
組
み
人
れ
た
。

●
区
議
・
特
別
職
等
の
報
酬
・
給
与
・
費
用
弁
償

　
条
例
の
一
部
改
正
　
8
件

O
区
長
・
助
役
・
収
入
役

　
　
塗
鍵

O
選
挙
長
・
管
理
者
。
立
会
人

　
（
賛
成
多
数
　
顎
甑
如
自
駆
咀
累
民
．
無
ク
、
）

●
区
道
路
線
の
認
定
1
件
（
全
員
賛
成
）

O
所
在
地
1
1
喜
多
見
8
丁
目
5
。
6

　
延
長
九
四
・
八
O
m

●
専
決
処
分
の
承
認
　
2
件

O
区
税
条
例
の
一
部
改
正

（
蔑
姦
議
如
霞
、
離
趣
、
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
児
童
の
負
傷
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
（
全
員
賛
成
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
候
補
者
を
法
務
大
臣
あ
て
に
推
薦
す
る
こ

と
に
し
た
。

肇
彊
知
（
宮
坂
2
丁
目
－
1
2
1
5
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士
）

　
並
木
　
明
（
南
鳥
山
4
丁
目
6
r
1
9
5
9
歳

　
　
　
　
　
　
　
農
業
）

●
選
挙
2
件

○
選
挙
管
理
委
員

虞
雌
獄
界
　
　
避
冊

徐
晦
憲
志
　
　
楓
蹴

O
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員

禄
邦
常
動
　
　
郷
義

締
縣
磨
更
無
　
　
野
地

　参
茂態雄お

末烹一字

吉鳶夫・

●
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
）

○
消
費
税
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　
（
賛
成
多
数
　
顎
甑
刻
自
黙
曜
獣
民
．
無
ク
、
）

　
ー
内
容
は
8
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1
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予算審議の
あらまし

　
総
額
二
二
七
八
億
円
を
超
え
る
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
歳
出
予
算
案
が
区
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
3
月
2
8
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
議
長
を
除
く
5
3
人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
7
日
間

に
わ
た
り
、
区
政
の
様
々
な
分
野
O
と
に
慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
な
質
問
・
要
望
嘉
項
と
し
て
次
の
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
に

対
す
る
各
会
派
の
意
見
は
、
4
・
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
で
の
審
議
に
先
立
ち
、
元
年
度
予
算
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
円
高
不
況
を
乗
り
越
え
、

内
需
主
導
型
の
景
気
が
一
段
と
拡
大
し
た
。
引
き

続
き
、
今
後
の
経
済
運
営
の
基
本
を
、
内
需
主
導

の
安
定
成
長
の
持
続
に
置
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
の
な
か
、
国
の
元
年
度
ヂ
算
案
は
、
好
景
気

に
よ
る
税
収
の
伸
び
を
背
景
に
、
大
型
予
算
を
編

成
し
て
い
る
。

　
区
の
財
政
見
通
し
は
、
特
別
区
税
の
伸
び
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
国
庫
補
助
。
負
担
率
の
引
き

下
げ
の
継
続
、
さ
ら
に
は
消
費
税
の
導
入
に
伴
う

歳
出
負
担
増
な
ど
、
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
祉
会
情
勢
の
変
動
を
十
分
に
把
握

し
、
基
本
計
画
の
実
現
を
め
ざ
し
、
健
全
財
政
の

維
持
を
基
本
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
」
の

着
実
な
推
進
を
図
る
よ
う
編
成
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。

予算総額2278億3320万5千円

一　　般　　会　　計 1616億9000万円

国民健康保険事業会計 318億8107万4千円

老人保健医療会計 335億2376万円

中学校給食費会計 7億3837万1千円

の他
4億7547万3千円
7％

議
蹴
羅

税
税
税
税
税
税

　
ば

民
た
気
．
．
動
ス

　
　
　
ば
自

区
糊
電
た
軽
ガ

内
　
　
訳

税
円

繰入金
41億5250万円
2．6％

金都支出金　　特別区債
　　72億2193万4千円　55億6300万円
　　4．5％　　　　3．4％

国庫支出金1　　特別区
98億8674万6千円89億円
6．1％　　　　5。5％

諸収入〆
136億9034万7千円
8．5％

入

公債費
46億3866万3千円
2．9％歳 出 16．8％ 12．0％ 12．0％ 4千円

53％

．9

職員費 民生費
386億5701万円 382億8556万6r』円

ノ　　ー

23．9％ 23．7％ 37
2．

臥衛生費

37億6910万8千円
2．3％

その他
17億7302万8千円
1．1％

『
巨
主
な
新
規
事
業

区
の
お
し
ら
せ
の
英
字
版
発
行

　
　
　
　
　
　
　
、
＼
へ

飾
．
欝
ロ
葬

　
　
　
　
一
墾
…
口

◎

土木費　　　　　　教育費　　　　　総務費　　　　　環境費
271億2447万8千円　194億5454万1千円194億1142万2千円85億7618万

16・8％＼12・0％＼12・0％＼　1規ノ

r
／

／

み
ど
り
の
ト
一
フ
ス
ト
協
会
の
設
立

　
　
　
勧
響

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設

o
錫，

巨

づ

〆

◎

都
市
・
住
宅
整
備
墓
金
の
創
設

黙皿

置
、⊂フ

藺
圏
倦
〆

O
日
圏

国
際
平
和
交
流
基
金
の
創
設

尋
傭
履
里

　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
～

　
　
　
、
、

　
　
｝

資
源
再
利
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発

巳窃ー
“
努

高
齢
者
ケ
ア
付
住
宅
の
確
保
と

　
　
　
ア
バ
ー
ト
斡
旋
事
業
の
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
イ

　
　
　
／
／
　
n
／
／
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
〆

　
　
　
／
　
ρ
、
監
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

／／、／、！L

蟹　

一
般
会
計
の
内
訳
，
』

圃
！
、
4
　

扉

中
学
校
で
の
バ
ソ
コ
ン
教
育
の
実
施

区
長
の
区
議
会
招
集

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

烈
世
紀
を
展
望
し

積
極
的
に
区
政
を
推
進

　
来
る
べ
き
2
1
世
紀
の
世
田
谷
を
展
望
し
て

「
挑
戦
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
た
4
期
目
の

区
政
も
、
新
基
本
計
画
の
掲
げ
る
諸
施
策
の

実
現
に
向
け
、
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
に
息
づ
く
暮
ら
し
と
文
化
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
8
1
万
区
民
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　
．
兀
年
度
は
、
新
基
本
計
画
を
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
住
宅
対
策
、
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
、
地
域
行
政
の
推
進
な
ど
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
市
民
文
化
、
教
育
の
向
上
で
は
、

「
文
化
・
生
活
情
報
セ
ン
タ
i
」
を
建
設
す
る

た
め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
「
国
際
平

和
交
流
基
金
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
区

の
お
知
ら
せ
の
英
字
版
を
発
行
し
ま
す
。
ま

た
、
「
子
ど
も
と
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
リ

レ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
中
学
校
へ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
を
進
め
ま
す
。
上
北
沢

区
民
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、
コ

、
、
三
ニ
テ
ィ
施
設
の
建
設
を
推
進
し
、
地
域

活
動
の
場
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
施
策
の
充
実
で
は
、
　
「
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
を
4
月
に
開
設
す
る
ほ
か
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
障
害
者
の
就
労
の
機
会

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
の

充
実
な
ど
、
区
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
振
興
で
は
、
中
小
企
業
振
興

基
金
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
産
業
交
流
セ

ン
タ
i
構
想
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
資
源
再
利

用
シ
ス
テ
ム
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
公
衆
浴

場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。
…

　
都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
地
区
計
画
制
度

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
駅
周
辺
の
整
備

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
再
聞
発
計

画
の
促
進
、
生
活
道
路
の
整
備
、
下
水
道
の

普
及
に
一
層
努
め
ま
す
。

　
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
で
は
、
㎜

新
た
に
「
せ
た
が
や
ト
ラ
ス
ト
協
会
」
を
設

立
し
、
緑
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
静
膳
堂
緑

地
を
は
じ
め
公
園
の
整
備
を
図
り
ま
す
、
生

垣
緑
化
の
促
進
、
雨
水
浸
透
設
備
の
設
置
助

成
の
拡
友
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
』
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7
日
間
に
わ
た
り
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し

た
内
容
や
要
望
事
項
を
分
野
別
、
会
派
別
に
お
伝

え
し
ま
す
。

、
行
財
政
の
効
率
化

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て
、

●
自
由
民
主
党

○
特
別
区
制
度
改
革
実
現
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

○
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

O
新
庁
舎
建
設
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
区
民
利
用
に
配
慮
し
た
組
織
体
制
の
整
備

O
地
域
情
報
を
取
り
入
れ
た
広
報
活
動
の
展
開

O
土
曜
閉
庁
実
施
後
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

O
統
一
性
の
あ
る
各
種
刊
行
物
の
発
行

O
国
際
交
流
事
業
の
積
極
的
な
展
開
（
基
金
の
活

　
用
、
国
際
課
の
設
置
、
姉
妹
都
市
交
流
の
推
進
）

0
投
票
率
の
向
上
に
む
け
た
啓
発
活
動
の
推
進

●
公
明
党

O
公
共
料
金
へ
の
消
費
税
転
嫁
の
回
避

O
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基
金
の
創
設

O
C
I
の
手
法
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

O
区
民
便
利
帳
の
内
容
充
実
と
外
国
語
版
の
発
行

O
庁
舎
内
へ
の
郵
便
局
業
務
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

○
障
害
者
用
を
含
め
た
区
役
所
駐
車
場
の
増
設

●
日
本
社
会
党

○
消
費
税
の
撤
廃
に
向
け
た
強
力
な
取
組
み

O
情
報
公
開
制
度
の
積
極
的
な
P
R

O
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
の
早
期
制
定

○
平
和
関
連
事
業
の
一
層
の
推
進

O
職
員
の
健
康
増
進
へ
の
取
組
み

●
日
本
共
産
党

O
消
費
税
の
廃
止
に
向
け
た
国
へ
の
働
き
か
け

h

O
国
際
平
和
基
金
の
平
和
事
業
推
進
へ
の
活
用

O
区
民
施
設
を
活
用
し
た
美
術
展
示
会
の
開
催

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
土
曜
閉
庁
の
実
施

O
区
民
健
康
村
事
業
の
一
層
の
推
進

O
電
算
機
の
効
果
的
活
用

●
生
活
ク
一
フ
ブ

○
余
暇
の
増
大
に
あ
わ
せ
た
体
育
施
設
の
充
実

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
肇
務
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
遅
延
に
よ
る
影
響

…
、
ゼ
区
民
生
活
の
向
よ
灘

　
　
　
　
　
　
を
め
ざ
聖
轟

●
自
由
民
主
党

O
地
域
行
政
の
一
層
の
推
進
（
地
域
事
務
所
開
設

　
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
、
出
張
所
施
設
の
拡
充
、

　
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
）

O
町
会
、
自
治
会
館
の
建
設
助
成
の
拡
大

O
総
合
防
災
訓
練
の
効
果
的
な
実
施

O
中
小
企
業
の
育
成
に
向
け
た
融
資
制
度
の
拡
大

O
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設

O
農
業
振
興
対
策
の
充
実
（
登
録
農
地
制
度
の
拡

　
充
、
水
耕
栽
培
事
業
の
推
進
、
学
校
給
食
で
の

　
区
内
産
野
菜
の
利
用
な
ど
）

●
公
明
党

O
地
域
行
政
の
推
進
（
地
域
事
務
所
の
権
限
拡
充
、

　
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
出
張
所
庁
舎

　
の
整
備
、
地
区
会
館
の
管
理
体
制
の
充
実
）

O
生
活
環
境
管
理
計
画
の
早
期
策
定

O
地
域
特
性
を
生
か
し
た
緑
化
施
策
の
推
進

O
資
源
再
利
用
に
向
け
た
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
P
R

●
日
本
社
会
党

O
転
居
時
の
各
種
公
共
料
金
の
手
続
窓
口
の
設
置

“

宛

○
庄
民
参
加
に
よ
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

O
防
災
無
線
網
の
整
備
促
進

O
大
気
汚
染
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

○
パ
ー
ト
問
題
を
扱
う
勤
労
者
相
談
室
の
設
置

●
日
本
共
産
党

O
緑
被
率
の
向
上
に
む
け
た
緑
化
事
業
の
推
進

O
呑
川
の
水
質
浄
化
と
湧
水
保
全
へ
の
取
組
み

O
大
気
汚
染
問
題
に
対
す
る
区
民
意
識
の
啓
発

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
民
問
施
設
借
上
げ
に
よ
る
区
民
保
養
所
の
拡
大

○
瀬
田
地
域
へ
の
地
区
会
館
の
設
置

○
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
積
極
的
な
展
開

●
生
活
ク
ラ
ブ

O
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
区
民
生
活
領
域
の
報
償
費
予
算
の
内
容

●
自
由
民
主
党

O
ふ
れ
あ
い
公
社
事
業
の
一
層
の
拡
充

O
高
齢
化
対
策
の
拡
充
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

　
介
護
人
の
育
成
、
庄
宅
の
確
保
な
ど
）

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設
へ
の
万
全
な
取
組
み

O
適
正
な
受
益
者
負
担
に
基
づ
く
保
育
料
の
改
定

O
保
健
医
療
計
画
へ
の
万
全
な
取
組
み

O
健
康
体
操
の
普
及
に
向
け
た
指
導
員
の
養
成

O
精
神
障
害
者
施
策
の
充
実

O
心
身
障
害
者
の
歯
科
診
療
事
業
の
拡
大

O
予
防
接
種
事
業
の
P
R
の
徹
底

●
公
明
党

○
水
耕
栽
培
に
よ
る
福
祉
的
就
労
機
会
の
拡
大

O
高
齢
者
施
策
の
一
層
の
推
進
（
在
宅
ケ
ア
事
業

　
の
充
実
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
ア
パ

　
ー
ト
斡
旋
の
促
進
、
就
労
機
会
の
拡
大
）

O
働
く
女
性
の
た
め
の
夜
間
検
診
の
実
施

O
聴
覚
障
害
者
へ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
貸
与
の
拡
大

●
目
本
社
会
党

O
障
害
者
向
け
ア
パ
ー
ト
斡
旋
制
度
の
創
設

O
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
早
期
建
設

○
空
き
教
室
を
活
用
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
増
設

O
適
正
な
人
員
配
置
に
よ
る
延
長
保
育
の
充
実

○
結
核
の
早
期
発
見
と
予
防
体
制
の
強
化

●
日
本
共
産
党

O
在
宅
福
祉
に
対
す
る
監
視
制
度
の
導
入

O
高
齢
者
の
入
院
見
舞
金
制
度
の
創
設

○
区
民
健
康
診
査
事
業
の
一
層
の
充
実

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
高
齢
者
へ
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実

O
障
害
者
の
就
労
の
場
と
な
る
水
耕
栽
培
の
推
進

O
民
間
の
母
子
緊
急
一
時
保
護
事
業
へ
の
助
成

●
生
活
ク
ラ
ブ

O
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
対
策
の
充
実

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
多
様
な
保
育
二
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策
の
展
開

羅
都
市
整
備
の
推
進

｝
　
　
を
め
ざ
し
て
．
皿

●
自
由
民
主
党

0
都
市
化
に
対
応
し
た
用
途
地
域
の
見
直
し

O
地
元
と
一
体
と
な
っ
た
再
開
発
事
業
の
推
進

O
土
地
区
画
整
理
事
業
の
強
力
な
推
進
（
地
区
計

　
画
の
導
入
、
事
業
手
法
の
見
直
し
、
風
致
地
区

　
の
見
直
し
、
整
理
組
合
と
の
連
携
強
化
な
ど
）

O
太
子
堂
、
北
沢
地
域
の
細
街
路
の
解
消

0
計
圃
道
路
の
整
備
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み

○
公
園
、
校
庭
の
地
下
利
用
の
促
進

O
下
水
道
整
備
に
あ
わ
せ
た
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅

O
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の
住
宅
供
給
策
の
確
立

●
公
明
党

O
地
区
計
画
に
よ
る
都
市
基
盤
整
備
の
促
進

O
清
流
の
復
活
に
向
け
た
総
合
的
な
施
策
の
展
開

　
　
（
専
門
組
織
の
設
置
、
水
量
の
確
保
な
ど
）

O
鳥
山
川
緑
道
の
再
整
備
の
促
進

O
用
賀
地
域
の
溢
水
対
策
へ
の
取
組
み

○
往
宅
供
給
策
の
促
進
と
住
宅
条
例
の
早
期
制
定

●
日
本
社
会
党

O
住
民
の
立
場
に
た
っ
た
用
途
地
域
の
見
直
し

O
地
下
式
に
よ
る
小
田
急
線
立
体
化
の
実
現

○
大
規
模
工
事
に
伴
う
地
盤
沈
下
の
防
止
策

O
南
北
交
通
網
充
実
に
向
け
た
バ
ス
路
線
の
拡
大

O
総
合
的
な
住
宅
施
策
の
推
進

●
日
本
共
産
党

○
区
内
全
域
へ
の
公
園
の
適
正
な
配
置

O
庄
民
の
立
場
に
た
っ
た
建
築
紛
争
へ
の
取
組
み

O
区
民
庄
宅
建
設
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
区
画
整
理
予
定
区
域
で
の
道
路
整
備
の
促
進

O
下
水
道
の
完
全
普
及
に
向
け
た
強
力
な
取
組
み

O
庄
宅
供
給
対
策
の
積
極
的
な
展
開

●
生
活
ク
ラ
ブ

O
太
陽
電
池
型
街
路
灯
の
増
設
に
よ
る
省
エ
ネ
化

●
世
田
谷
行
革
柵
番

O
都
市
整
備
領
域
の
報
償
費
予
算
の
内
容

教
育
行
政
の
進
展

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

●
自
由
民
主
党

O
初
任
者
研
修
の
実
施
に
向
け
た
万
全
な
取
組
み

O
研
究
奨
励
校
、
研
究
課
題
校
の
拡
充

O
道
徳
心
の
育
成
と
ゆ
と
り
の
教
育
の
推
進

O
登
校
拒
否
児
へ
の
き
め
細
か
な
対
策
の
充
実

O
外
国
人
講
師
の
活
用
に
よ
る
国
際
感
覚
の
育
成

O
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実

○
全
学
校
へ
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
設
置

O
学
校
警
備
機
械
化
の
積
極
的
な
推
進

O
老
朽
化
し
た
校
舎
の
建
替
え
促
進

O
幼
児
の
減
少
に
対
応
し
た
幼
稚
園
の
見
直
し

●
公
明
党

O
学
校
図
書
室
の
一
層
の
充
実

O
学
校
施
設
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
の
増
設

〇
三
宿
小
の
隣
地
ビ
ル
建
設
問
題
へ
の
取
組
み

O
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
の
増
設

O
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設

0
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
の
推
進

●
日
本
社
会
党

O
学
校
図
書
室
の
充
実
に
向
け
た
人
員
の
配
置

O
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
修
学
旅
行
の
実
施

O
学
校
警
備
問
題
へ
の
慎
重
な
対
応

O
給
食
で
の
陶
磁
器
食
器
の
積
極
的
な
使
用

O
石
け
ん
を
使
用
し
た
給
食
食
器
洗
浄
の
拡
大

●
日
本
共
産
党

O
い
じ
め
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
登
校
拒
否
児
に
対
す
る
義
務
教
育
の
保
障

O
放
課
後
対
策
と
し
て
の
学
校
施
設
の
活
用

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
一
フ
ブ

O
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
教
育
の
一
層
の
充
実

O
校
長
、
教
頭
の
在
任
期
間
の
見
直
し

○
学
校
警
備
の
機
械
化
の
促
進

●
生
活
ク
ラ
ブ

○
登
校
拒
否
児
の
健
康
の
回
復
に
向
け
た
取
組
み

●
世
田
谷
行
革
…
番

0
図
書
館
の
積
極
的
な
増
設
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堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
自
由
民
主
党
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
意
見
）

　
元
年
度
の
財
政
状
況
は
、
景
気
の
拡
大
を
背
景

に
、
特
別
区
税
収
入
の
順
調
な
伸
び
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
地
価
高
騰
や
税
制
改
革
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
都
市
基
盤
の
整

備
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
積
極
的
に
施

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
行
財
政
改

革
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
通

し
て
財
源
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
堅
実
な
財
政
運

営
に
努
め
よ
。

　
2
1
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
区
の
将
来

像
を
明
確
に
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
特
に
、

土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
適
切
な
用
途
地

域
の
見
直
し
を
、
都
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
よ
。

都
市
基
盤
の
骨
格
と
な
る
道
路
、
下
水
道
の
整
備

に
全
力
を
注
げ
。
再
開
発
事
業
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
区
内
交
通
網
の
整
備
に
強
力
に
取
り
組
め
。

さ
ら
に
、
公
共
用
地
の
確
保
に
も
努
め
よ
。

　
区
民
に
身
近
な
行
政
を
進
め
る
た
め
、
地
域
行

政
制
度
の
確
立
に
全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
め
。
自

治
権
の
拡
充
を
め
ざ
し
、
特
別
区
制
度
改
革
の
早

期
実
現
に
努
め
よ
。
民
間
感
覚
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
れ
。
土
曜
閉
庁
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

き
た
さ
な
い
よ
う
、
十
分
配
慮
せ
よ
。

　
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

積
極
的
な
施
策
を
展
開
せ
よ
。
就
労
機
会
の
拡
大
、

世
代
間
交
流
の
促
進
な
ど
、
生
き
が
い
対
策
の
拡

充
を
図
れ
。
健
康
づ
く
り
事
業
も
更
に
推
進
せ
よ
。

ま
た
、
き
め
細
か
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取

り
組
め
。

・
／
〃

　
余
暇
時
間
の
増
大
に
対
応
し
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
区
民
利
用
施
設
を
増
設
せ
よ
。
美
術
館
、
区
民

健
康
村
の
活
用
も
図
れ
。
生
涯
学
習
の
場
と
機
会

の
拡
大
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
健
康
増
進
事
業
を
充
実
せ
よ
。

　
区
の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
も
大
切
だ
。
郷
土

学
習
の
充
実
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
一

層
推
進
せ
よ
。
指
導
室
の
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
学
校
施
設
の
整
備
に
努
め
よ
。
国
際
化
に

対
応
し
た
教
育
を
更
に
推
進
せ
よ
。
パ
ソ
コ
ン
教

育
も
充
実
せ
よ
。
教
育
の
資
質
向
上
、
教
育
相
談

事
業
の
拡
充
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
中
小
商
工
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

都
市
農
業
の
育
成
に
力
を
注
げ
。

　
姉
妹
都
市
と
の
親
善
を
は
じ
め
、
国
際
交
流
の

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

’∫

猛
σ

「

　
区
内
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
中
小
企
業
へ
の

融
資
制
度
の
拡
充
を
図
れ
。

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実

現
が
望
ま
れ
る
。
高
齢
者
の
働
く
場
と
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
取

り
取
め
。
応
急
小
口
資
金
貸
付
の
限
度
額
と
対
象

者
の
拡
大
に
努
め
よ
。
在
宅
介
護
制
度
も
一
層
充

実
せ
よ
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
障
害
者
福
祉

の
核
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
め
。

　
学
校
の
図
書
室
を
整
備
し
て
区
民
に
開
放
す
る

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
学

校
施
設
の
活
用
を
図
れ
。
図
書
室
と
公
共
図
書
館

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
も
取
り
組
め
。

　
環
8
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
用
賀
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
と
美
術
館
を
結
ぶ
た
め
、
広
場
と
し
て
の

歩
道
橋
を
設
置
せ
よ
。

新
た
な
福
祉
二
去
ス
に
対
応
し

的
確
な
財
政
運
営
を
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区
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し

積
極
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
を
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見
）

　
消
費
税
導
入
は
、
区
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、
区
民
を
守
る
立
場
か
ら
実

施
に
は
強
く
反
対
す
る
。

　
元
年
度
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
生

活
の
向
上
を
め
ざ
し
、
積
極
的
な
財
政
運
営
に
努

め
よ
。
長
期
的
な
視
点
か
ら
財
政
の
動
向
を
見
通

し
て
、
基
金
の
積
み
立
て
に
取
り
組
め
。
さ
ら
に
、

基
金
の
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
目
的
、
内

容
を
再
検
討
せ
よ
。

　
家
賃
の
値
上
が
り
な
ど
地
価
の
高
騰
に
よ
る
影

響
は
、
区
民
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
だ
。
地
域
の

活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
区
民
が
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
住
宅
施
策
を
強
力
に
展
開
せ
よ
。

公
団
住
宅
な
ど
の
誘
致
、
都
営
住
宅
の
区
へ
の
移

管
に
向
け
、
働
き
か
け
を
強
め
よ
。
公
共
施
設
に

住
宅
を
併
設
す
る
と
と
も
に
、
民
問
活
力
の
導
入

に
よ
る
住
宅
供
給
を
検
討
せ
よ
。
区
立
住
宅
の
建

設
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
め
ざ
し
、
地

域
行
政
を
推
進
せ
よ
。
C
I
の
導
入
、
出
張
所
機

能
の
充
実
に
努
め
よ
。
さ
ら
に
、
職
員
の
意
識
改

革
も
図
れ
．

　
緑
と
水
の
潤
い
あ
る
生
活
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。
環
境
問
題
を
担
当
す
る
専
門

セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、
環
境
管
理
計
画
の
策
定
に

全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
め
。
多
摩
川
の
快
適
な
水

辺
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
都
と
連
携

し
て
川
の
清
流
復
活
事
業
を
促
進
せ
よ
。
雨
水
浸

透
設
備
の
普
及
も
図
れ
。
緑
の
拡
大
に
向
け
、
ト

ラ
ス
ト
基
金
の
活
用
、
生
垣
緑
化
に
力
を
注
げ
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
が
政
治
問
題
に
発
展
す
る
な

か
、
国
の
強
行
し
た
消
費
税
の
導
入
が
、
国
民
の

不
安
と
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
不
公
平
を
助
長
す

る
消
費
税
の
実
施
に
強
く
反
対
す
る
。
区
は
、
使

用
料
な
ど
へ
の
消
費
税
の
転
嫁
を
や
め
よ
。
ま
た
、

区
民
の
信
頼
に
応
え
、
清
潔
、
公
正
な
区
政
運
営

を
更
に
進
め
よ
。

　
財
政
間
題
で
は
、
税
制
改
正
に
よ
る
区
税
収
入

の
減
少
や
国
庫
補
助
金
削
減
の
継
続
な
ど
、
区
財

政
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
対

策
を
は
じ
め
、
新
た
な
行
政
需
要
も
増
大
し
て
い

る
。
社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
財
政

運
営
に
は
万
全
を
期
せ
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

適
正
な
職
員
配
置
に
努
め
よ
。
土
曜
閉
庁
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
取
り
組
め
。
民
間
へ
の
安
易
な
業
務
委
託
は

や
め
よ
。

　
平
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
創
設
さ
れ
た

国
際
平
和
交
流
基
金
を
活
用
し
、
積
極
的
に
事
業

展
開
を
図
れ
。
ま
た
、
電
算
機
利
用
の
拡
大
に
伴

い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が
危
慣
さ
れ
る
。
個

人
情
報
保
護
制
度
の
創
設
を
急
げ
。

　
学
校
警
備
の
機
械
化
問
題
で
は
、
教
育
現
場
の

荒
廃
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
地
域
や
学
校
関
係

者
と
も
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
慎
重
に
対
応
せ
よ
。

　
区
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住

宅
施
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
都
市
・
住

宅
整
備
基
金
を
活
用
す
る
な
ど
、
庄
宅
供
給
に
積

極
的
に
取
り
組
め
。

　
福
祉
行
政
で
は
、
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
早
期
建
設
に
努
め
る
と
と
も
に
、
在
宅
ケ
ア
事

業
の
拡
充
を
図
れ
。
ま
た
、
心
身
障
害
者
施
策
を

強
力
に
推
進
せ
よ
。

　
災
害
時
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
、
井
戸
の

整
備
を
進
め
よ
。
浄
化
槽
式
簡
易
ト
イ
レ
の
配
置

に
も
取
り
組
め
。
地
下
水
位
の
観
測
を
強
化
し
、

地
盤
沈
下
の
防
止
対
策
に
役
立
て
よ
。

　
良
好
な
住
環
境
の
形
成
で
は
、
き
め
細
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
展
開
が
重
要
だ
。
日
影
闇
題
な
ど
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
用
途
地
域
の
見
直
し
に
取

り
組
め
。
用
賀
、
二
子
玉
川
の
再
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
周
辺
地
域
の
庄
み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
企
業
の
努
力
を
求
め
よ
。

　
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
が
進
行
し
て

い
る
。
公
害
防
止
対
策
に
全
力
を
注
げ
。
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住
民
要
求
に
応
え
る

積
極
的
な
区
政
の
展
開
を
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リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
が
深
ま
る
な
か
、
国
は
消
費

税
の
導
入
を
強
行
し
た
が
、
実
施
を
前
に
、
国
民

か
ら
戸
惑
い
と
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
不

公
平
を
拡
大
し
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
消
費
税
の
廃
止
と
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
の
徹

底
解
明
を
強
く
求
め
る
。

　
国
や
都
の
福
祉
・
教
育
行
政
が
後
退
す
る
な
か
、

区
政
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
璽
要
と
な
っ

て
い
る
。
真
に
区
民
が
求
め
る
施
策
を
積
極
的
に

展
開
せ
よ
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
公
的
責
任
に
よ
る
福
祉
の
充

実
が
重
要
だ
。
老
人
入
院
見
舞
金
制
度
の
創
設
、

区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
早
期
建
設
に
力
を

注
げ
。
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
、

家
庭
奉
仕
員
の
増
員
と
派
遣
時
間
の
拡
大
を
図
れ
。

玉
堤
地
区
へ
の
障
害
者
施
設
の
設
置
に
も
取
り
組

め
。
ま
た
、
消
費
税
導
入
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付

金
は
、
対
象
者
全
員
に
支
給
で
き
る
よ
う
万
全
を

期
せ
。

　
住
宅
対
策
で
は
、
公
共
住
宅
の
建
設
に
力
を
注

げ
。
公
団
や
公
社
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、

居
住
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
せ
よ
。
大

規
模
な
国
公
有
地
の
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

ま
た
、
借
地
・
借
家
法
改
正
の
動
向
に
は
、
住
民

鰐｝・」．
．
瓠
、
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の
立
場
に
た
っ
て
十
分
な
注
意
を
払
え
。

　
大
気
汚
染
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

監
視
・
測
定
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
を
広
く
区
民
に
周
知
せ
よ
。
環
境
悪
化
を
も

た
ら
す
中
央
環
状
新
宿
線
道
路
の
計
画
中
止
を
都

に
働
き
か
け
よ
。

　
緑
被
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
公
園
や
公
共
施
設

へ
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
緑
の
ト
ラ
ス

ト
基
金
の
活
用
を
図
れ
。
ま
た
、
民
間
宅
地
へ
の

雨
水
浸
透
設
備
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
助
成

対
象
枠
の
拡
大
、
区
民
へ
の
P
R
に
努
め
よ
。

0　
　
　
＠
“
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ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
主
体
で
進
め
る
こ
と
が

基
本
だ
。
大
企
業
本
位
の
三
軒
茶
屋
、
二
子
玉
川

再
開
発
は
見
直
せ
。
周
辺
環
境
の
悪
化
を
招
か
な

い
よ
う
、
事
業
者
へ
の
指
導
も
強
化
せ
よ
。
ま
た
、

用
途
地
域
の
見
直
し
は
、
住
民
の
十
分
な
合
意
の

も
と
に
取
り
組
め
。

　
い
じ
め
や
登
校
拒
否
な
ど
の
解
消
に
向
け
、
積

極
的
に
対
策
を
講
じ
よ
。
学
校
警
備
の
機
械
化
に

は
、
慎
重
に
対
応
せ
よ
。

　
地
方
自
治
を
守
る
た
め
、
国
庫
補
助
金
削
減
の

撤
回
を
強
く
要
望
せ
よ
。

区
民
要
望
を
反
映
し
た

き
め
細
か
な
区
政
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
意
見
）

　
地
価
の
高
騰
に
よ
る
人
口
の
流
出
な
ど
、
現
代

の
広
域
行
政
課
題
に
対
し
て
は
、
国
や
都
の
対
応

を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
区
政
の
問
題
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
め
。

　
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
が
区
民
の
貴

重
な
税
金
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
区
民
の

立
場
に
た
っ
て
効
率
的
な
行
政
執
行
に
努
め
よ
。

　
土
曜
閉
庁
の
実
施
で
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
万
全
を
期
せ
。
特
に
、

窓
口
業
務
や
区
民
利
用
施
設
で
は
、
十
分
な
補
完

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
柔
軟
な
対
応
に
努
め

よ
。
職
員
の
定
数
管
理
計
画
を
定
め
、
定
員
の
抑

制
を
図
れ
。
業
務
の
民
間
委
託
も
推
進
せ
よ
。

　
高
度
情
報
社
会
に
対
応
し
、
通
信
回
線
を
活
用

し
た
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
を
堅
持
し
、
電
算
条
例
の
見
直
し
に

取
り
組
め
。

　
住
宅
対
策
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の

福
祉
住
宅
の
誘
致
を
公
団
な
ど
に
積
極
的
に
働
き

か
け
よ
。
都
営
住
宅
の
移
管
問
題
は
、
都
と
十
分

に
協
議
せ
よ
。
区
営
住
宅
の
建
設
に
は
、
慎
重
に

取
り
組
め
。

　
緑
を
拡
大
す
る
た
め
、
区
民
と
連
携
し
て
緑
化

対
策
に
取
り
組
め
。
街
路
樹
の
植
栽
を
国
や
都
へ

働
き
か
け
よ
。
ま
た
、
指
定
保
養
施
設
の
一
層
の

拡
充
に
努
め
よ
．

　
福
祉
施
策
の
推
進
で
は
、
高
齢
者
へ
の
介
護
人

派
遣
制
度
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
き
め
細
か
な
P
R
に
も
努
め
よ
。
障
害
者
の

親
な
き
後
の
対
策
や
、
就
労
機
会
の
拡
大
に
強
力

に
取
り
組
め
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
道
路
、
下

水
道
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
の
整
備
が
重
要

だ
。
特
に
、
土
地
区
画
整
理
予
定
地
域
の
整
備
を

促
進
す
る
た
め
、
地
区
計
画
の
手
法
を
積
極
的
に

活
用
せ
よ
。
区
画
整
理
の
指
定
解
除
を
含
め
、
都

と
の
協
議
を
進
め
よ
。

　
世
界
に
通
用
す
る
、
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
向
け
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教

育
の
推
進
、
教
師
の
資
質
の
向
上
に
努
め
よ
。
父

母
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
経
営
に
も
取
り

組
め
。

　
消
費
税
は
、
区
民
や
事
業
者
を
混
乱
さ
せ
る
な

ど
、
区
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
だ
。

不
公
平
税
制
を
放
置
し
た
ま
ま
の
導
入
に
は
、
強

く
反
対
す
る
。

なにしてあそぶ

区
民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
行
政
施
策
の
展
開
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
生
活
ク
ラ
ブ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
意
見
）

　
消
費
税
の
導
入
が
、
国
民
生
活
に
及
ぽ
す
影
響

は
極
め
て
重
大
だ
。
廃
止
に
向
け
、
国
へ
強
く
働

き
か
け
よ
。

　
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
区
内
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
住
宅
施
策
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。
保

育
の
充
実
に
も
取
り
組
め
。

　
水
と
緑
の
創
出
を
め
ざ
し
、
生
垣
緑
化
、
雨
水

浸
透
設
備
の
普
及
に
努
め
よ
。
緑
の
ト
ラ
ス
ト
基

金
の
活
用
も
図
れ
。
ま
た
、
仙
川
、
丸
子
川
の
ユ

ス
リ
蚊
の
発
生
防
止
対
策
に
全
力
を
あ
げ
よ
。

　
大
気
汚
染
対
策
も
緊
急
な
課
題
だ
。
国
や
都
へ

規
制
の
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
意
識
啓
発
に

努
め
よ
。
食
品
の
安
全
対
策
に
も
万
全
を
期
せ
。

　
障
害
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
総
含

的
な
福
祉
施
策
を
展
開
せ
よ
。
住
宅
の
確
保
、
親

な
き
後
の
ケ
ア
体
制
の
確
立
に
力
を
注
げ
。
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
、
職
親
制
度
も
充
実
せ
よ
。

　
学
校
警
備
の
機
械
化
問
題
で
は
、
学
校
を
区
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
用
す
る
視
点
か

ら
取
り
組
め
。

　
区
民
参
加
に
よ
る
行
政
を
実
現
す
る
た
め
、
行

事
に
参
加
し
た
区
民
に
協
力
を
求
め
て
い
く
な
ど
、

幅
広
く
人
材
の
活
用
に
努
め
よ
。

長
期
的
展
望
に
た
っ
た
財
政
運
営
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
世
田
谷
行
革
…
番
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
対
意
見
）

　
元
年
度
予
算
は
、
好
調
な
財
政
収
入
の
伸
び
を

見
込
ん
だ
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
貴
重
な

税
金
を
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
活
用
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
に
欠
け
て
い
る
。

　
区
は
、
巨
額
を
投
じ
て
美
術
館
を
建
設
し
た
が
、

こ
う
し
た
大
規
模
な
文
化
施
設
の
運
営
は
、
本
来
、

国
や
都
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
考
え
る
。
区
民
生

活
に
根
ざ
し
た
行
政
を
積
極
的
に
展
開
せ
よ
。

　
消
費
税
問
題
に
対
す
る
区
長
の
態
度
は
あ
い
ま

い
だ
。
行
財
政
改
革
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
も

期
待
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
た
予
算

に
は
反
対
す
る
。
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初
日
の
本
会
議
で
、
5
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
派
を
代
表
し
て
質
闇
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

濡
想

〆

目■

、
膨

　
　
都
市
基
盤
の
根
幹
と
な
る

　
　
道
路
整
備
に

　
　
全
力
で
取
り
組
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
－

質
問
　
安
全
で
快
適
な
居
住
環
境
の
形
成
に
は
、

何
よ
り
も
都
市
基
盤
の
整
備
が
重
要
だ
。
遅
れ
て

い
る
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
積
極
的
に
財

源
を
投
入
す
る
と
と
も
に
、
推
進
体
制
の
強
化
を

図
れ
。
特
に
、
主
要
生
活
道
路
、
防
災
ま
ち
づ
く

り
地
区
の
細
街
路
な
ど
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組

め
。

助
役
　
道
路
整
備
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
計
画
的
に
道
路
を
整
備
し
て
い
＜
。
防
災

地
区
で
は
、
地
区
計
画
な
ど
多
様
な
手
法
を
活
用

し
、
細
街
路
の
解
消
に
一
層
努
め
て
い
く
。

質
問
　
限
ら
れ
た
土
地
の
有
効
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
め
。
公
園
の
地
下
を
利
用
す
る
な
ど
、
公

共
施
設
の
立
体
・
複
合
化
を
促
進
せ
よ
。
ま
た
、

都
立
大
移
転
後
の
跡
地
な
ど
、
公
共
用
地
の
確
保

に
全
力
で
取
り
組
め
。
用
地
買
収
基
金
の
増
額
を

は
じ
め
、
取
得
態
勢
を
強
化
せ
よ
。

区
長
　
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
既
存
施
設
を

含
め
た
土
地
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
。
跡
地

の
取
得
基
金
の
新
設
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　
再
開
発
事
業
の
具
体
化
に
伴
う
財
政
負
担

の
増
大
に
備
え
、
財
源
の
確
保
に
努
め
よ
。
二
子

玉
川
地
区
で
は
、
二
子
橋
の
架
け
替
え
な
ど
、
再

開
発
地
区
周
辺
の
交
通
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も

に
、
駅
東
側
へ
の
公
園
整
備
に
取
り
組
め
。

助
役
　
基
金
の
積
み
立
て
に
努
め
た
い
。
二
子
玉

川
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
都
市
基
盤
を
整

備
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
潤
い
の
あ
る
都
市
環
境
を
実
現
す
る
に
は
、

緑
の
確
保
が
大
切
だ
。
発
足
す
る
ト
ラ
ス
ト
協
会

な
ど
と
連
携
し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
区
民
や
ト
ラ
ス
ト
協
会
と
協
力
し
、

緑
の
保
全
、
創
出
に
全
力
で
取
り
組
む
。

郷
し、

、
天
L

呂巴
引つヶLま

牟
）

　
　
　
u
，
〇

　
一
．
b

翻

　
　
区
民
が
い
つ
ま
で
も

　
　
住
み
続
け
ら
れ
る

　
　
住
宅
施
策
を
展
開
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
　
明
　
党
－

質
問
　
消
費
税
の
導
入
に
は
強
く
反
対
す
る
。
予

算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
本
位
の
立
場
を
堅

持
せ
よ
。
区
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
総
合
的
な
住
宅
施
策
の
展
開
が
重
要
だ
。
住

宅
条
例
の
制
定
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
都
民
住
宅
の

誘
致
、
公
共
施
設
と
併
設
し
た
区
立
住
宅
の
建
設

な
ど
、
新
た
な
住
宅
供
給
策
を
展
開
せ
よ
。
基
金

の
活
用
に
も
取
り
組
め
。

区
長
　
助
役
　
条
例
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。
住

宅
の
誘
致
を
都
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
良
質

で
低
家
賃
の
住
宅
供
給
の
方
策
を
検
討
す
る
。
基

金
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

質
問
　
老
後
を
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
積

極
的
に
推
進
せ
よ
。
生
涯
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の

創
設
に
も
取
り
組
め
。
さ
ら
に
、
健
康
増
進
の
場

の
拡
大
を
図
れ
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
公
社
の
分
室

を
各
地
域
に
設
置
せ
よ
。
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
も
急
げ
。

助
役
　
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
健
康

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

研
究
し
て
み
た
い
。
健
康
づ
く
り
の
場
の
提
供
に

努
め
て
い
く
。
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て

い
く
。
特
養
ホ
ー
ム
の
用
地
取
得
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　
清
流
の
復
活
に
向
け
、
河
川
の
水
質
浄
化

に
全
力
を
あ
げ
よ
。
ま
た
、
都
と
連
携
し
て
、
き

め
細
か
な
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
取
り
組
め
。

助
役
　
生
活
排
水
対
策
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
。

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
男
女
共
同
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
着
実

に
施
策
を
展
開
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
婦
人
児
童
部
長
　
全
庁
的
に
推
進

体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

当
面
㎜
薄

　
　
住
民
二
ー
ズ
を

　
　
的
確
に
と
ら
え

　
　
福
祉
施
策
を
拡
充
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
日
本
社
会
党
－

質
問
　
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
よ
り
、
国
民
の
政
治

不
信
が
高
ま
っ
て
い
る
。
区
長
は
こ
う
し
た
状
況

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
消
費
税
導
入
に
よ
る

福
祉
関
連
の
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
避
け
よ
。

区
長
　
今
後
も
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。
福
祉
事
業
が
課
税
対
象
と
な
る
の
か
、
調

査
、
検
討
し
て
硲
る
。

質
問
　
国
は
、
財
政
危
機
を
理
由
に
、
社
会
福
祉

制
度
の
改
悪
を
進
め
て
い
る
。
国
民
の
負
担
が
増

大
す
る
な
か
、
多
様
化
す
る
区
民
二
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
、
福
祉
施
策
の
拡
充
に
全
力
を
あ
げ
よ
。

保
育
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
乳
幼
児
の
減
少

や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
多
様
な
保
育
二
ー
ズ
に
き
め
細
か
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
保
育
事
業
の
充
実
を
図
れ
。

痴
呆
性
老
人
な
ど
を
抱
え
る
家
族
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
夜
間
の
介
護
を
肩
が
わ
り
す
る
ナ
イ

ト
ケ
ア
事
業
を
実
施
せ
よ
。
老
人
と
幼
児
の
日
常

的
な
交
流
は
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
保
育
園
へ
の
高
齢
者
施
設
の

併
設
を
検
討
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。
低
年
齢
児
保
育
を
拡
充
す
る

な
ど
、
多
様
な
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
開

か
れ
た
保
育
園
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
ナ
イ
ト
ケ

ア
は
、
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
る
な
か
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。
施
設
の
併
設
は
、
実
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

質
問
　
学
校
警
備
の
機
械
化
問
題
で
は
、
警
備
員

制
度
の
存
続
を
基
本
に
、
学
校
関
係
者
や
地
域
住

民
な
ど
と
、
十
分
に
協
議
を
尽
く
せ
。

助
役
　
教
育
長
　
職
員
団
体
と
の
合
意
を
も
と
に
、

新
し
い
警
備
方
式
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

F
o

、

．
o

口

ヂ

　
　
高
齢
者
が

　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
福
祉
施
策
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
問
　
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
や
、
国
が
強
行
し
た
消

費
税
の
導
入
に
対
し
、
国
民
の
批
判
が
高
ま
っ
て

い
る
。
区
長
は
、
区
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
導

入
に
反
対
せ
よ
。
元
文
部
事
務
次
官
の
パ
ー
テ
ィ

ー
券
を
購
入
し
た
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
消
費
税
に
は
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
十
分
注
意
し
て
い
く
。

質
間
　
地
方
自
治
を
守
り
、
福
祉
行
政
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
金
削
減
の
撤
回
を
国
に

強
く
求
め
よ
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、

老
人
入
院
見
舞
金
制
度
の
創
設
に
取
り
組
め
。

区
長
　
助
役
　
区
長
会
を
通
じ
、
更
に
要
望
し
て

い
く
。
建
設
用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
き
め
細
か
な
福
祉
施
策
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
土
曜
閉
庁
の
実
施
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
職
員
配
置
に
は
万
全
を

期
せ
。
ま
た
、
区
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実

に
向
け
、
保
健
婦
、
歯
科
衛
生
士
を
増
員
せ
よ
。

助
役
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
事
務
改

善
を
進
め
る
。
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
間
　
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
、
小
中
学
校
で

の
4
0
人
学
級
の
早
期
実
現
を
都
へ
働
き
か
け
よ
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

警
備
員
制
度
の
存
続
を
強
く
要
望
す
る
。

教
育
長
　
4
0
人
学
級
の
早
期
実
現
を
国
や
都
に
求

め
て
い
く
。

質
問
　
天
皇
に
関
連
し
た
行
事
の
自
粛
、
弔
意
の

強
要
は
遺
憾
だ
。
平
和
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き
、

元
号
の
使
用
を
区
民
に
強
制
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
徹
底
を
図
れ
。

区
長
　
助
役
　
憲
法
を
遵
守
し
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。
元
号
は
、
区
民
の
理
解
と
協

力
を
求
め
な
が
ら
使
用
し
て
い
く
。

喜瓶

／
易
／

区
民
生
活
の

一
層
の
向
上
を
め
ざ
し

積
極
的
な
財
政
運
営
を

圃玲∩

　
　
　
　
1
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
ー

質
問
　
相
次
ぐ
税
制
改
正
に
よ
り
、
区
財
政
を
取

り
巻
く
状
況
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。
的
確
な

見
通
し
の
も
と
に
、
効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進

を
図
れ
。
特
に
、
マ
ル
優
廃
止
に
伴
う
増
収
見
込

み
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
予
算
の
適
正
な
執
行

に
努
め
よ
。

助
役
　
税
制
改
正
な
ど
に
よ
る
経
済
情
勢
を
ふ
ま

え
、
都
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
健
全
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
重
度
心
身
障
害
者
の
通
所
施
設
で
は
、
積

極
的
な
事
業
展
開
が
必
要
だ
。
専
門
職
員
に
よ
る

き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
、
民
間
障
害
者
施
設
へ

の
援
助
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
福
祉
事
業
団
を
設
立

せ
よ
。
ふ
れ
あ
い
公
社
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
資

産
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
全
力
を
注
げ
。
公
社

と
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
の

役
割
分
担
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
一
層
の
拡
充
に
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
民
間
福
祉
事
業
の
育
成
、
援
助
に

努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
団
の
設
立
は
考
え
て
み

た
い
。
資
産
活
用
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
現
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

効
果
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

質
問
　
心
身
障
害
者
通
所
施
設
で
の
土
曜
閉
庁
は
、

利
用
者
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
。
障
害
者
の
お

か
れ
て
い
る
状
況
に
十
分
配
慮
し
、
今
後
も
開
庁

を
継
続
せ
よ
。
学
校
警
備
の
機
械
化
で
は
、
警
備

職
員
の
配
置
転
換
に
き
め
細
か
く
配
慮
し
て
、
着

実
に
導
入
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

助
役
　
通
所
施
設
の
開
・
閉
庁
に
つ
い
て
、
関
係

区
な
ど
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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2
日
目
の
本
会
議
で
は
、
8
人
の
議
員
が
区
政

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

領
域
O
と
に
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。3

こ機
鑑
嚢
奏
し

擦
蒙
争
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

F
吟
ポ
鳶
訓

民
社
・
無
ク
　
区
民
の
期
待
に
応
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
民
間
の
経
営
感
覚
の
導

入
が
必
要
だ
。
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を
一
層
展
開

せ
よ
。
区
独
自
の
人
事
委
員
会
の
設
置
も
考
え
よ
。

助
役
　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

行
革
…
…
番
　
政
治
家
は
、
常
に
厳
し
い
倫
理
の
も

と
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
群
馬

県
内
の
政
治
団
体
か
ら
、
区
長
の
政
治
団
体
へ
政

治
献
金
が
あ
っ
た
。
自
ら
の
政
治
倫
理
に
照
ら
し

て
、
今
後
、
こ
の
献
金
を
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

か
。区

長
　
清
潔
、
公
正
な
区
政
運
営
を
基
本
と
し
て

き
た
。

民
社
・
無
ク
　
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
も

大
切
だ
。
職
員
会
館
構
想
で
は
、
民
間
施
設
の
借

り
上
げ
な
ど
も
検
討
せ
よ
。

助
役
　
庁
内
組
織
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
。

行
革
柵
番
　
財
政
収
入
が
、
基
本
計
画
策
定
時
の

長
期
見
込
み
と
比
べ
、
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

今
後
、
計
画
の
推
進
に
増
収
分
を
ど
う
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
。

企
画
部
長
　
中
長
期
的
な
展
望
に
基
づ
き
、
基
金

を
積
み
立
て
る
と
と
も
に
、
予
算
の
効
率
的
な
執

行
に
努
め
て
い
く
。

行
革
…
…
番
　
区
民
は
、
安
価
で
豊
か
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
求
め
て
い
る
。
職
員
定
数
の
増
員
を
や
め
、

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
、
職
員
の
能
力
開
発

に
強
力
に
取
り
組
め
。

総
務
部
長
　
事
務
改
善
に
よ
り
、
定
数
の
抑
制
に

努
め
て
い
る
。
定
数
条
例
の
改
正
は
、
新
規
施
設

の
開
設
な
ど
に
伴
う
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
ヨ
ヨ劃

．
驚
善
r

1，／

　づ、戸

C
I
運
動
を
展
開
し

地
域
行
政
を
P
R
せ
よ

公
明
地
域
行
政
を
広
く
P
R
す
る
た
め
、
C
I

運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
地
域
行
政
シ
ス
テ

ム
の
新
た
な
呼
称
も
検
討
せ
よ
。

企
画
部
長
　
世
田
谷
ら
し
さ
の
創
造
に
向
け
、
C

I
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
社
・
無
ク
　
緑
の
保
全
、
創
出
に
向
け
、
緑
化

事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
緑

化
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の

身
近
な
活
動
を
支
援
せ
よ
。
苗
木
の
配
布
と
と
も

に
記
念
値
樹
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

設
立
さ
れ
る
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
協
会
と
連
携
し
、

値
樹
公
園
の
創
設
に
取
り
組
め
。

生
活
環
境
・
士
木
部
長
　
区
民
と
協
力
し
て
、
地

域
特
性
を
生
か
し
た
緑
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
公
園
整
備
は
、
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
推

進
に
あ
わ
せ
、
検
討
し
た
い
。

ー

悩
段
冨

凄．

卵
卓

都
立
大
跡
地
に

　
〆
恥
！
糟

矧
製
福
祉
嚢
の
建
馨

農
弾
編

　
転
甲
．

共
産
　
不
足
し
て
い
る
福
祉
施
設
の
拡
充
に
向
け
、

都
立
大
移
転
後
の
跡
地
利
用
を
検
討
せ
よ
。
地
元

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
住
宅
な
ど
の
計
画
化
に
取
り

組
め
。

助
役
　
跡
地
の
取
得
を
都
に
要
望
し
て
い
る
。
今

後
と
も
基
本
計
画
を
ふ
ま
え
、
検
討
組
織
を
設
置

し
て
跡
地
利
用
に
努
め
て
い
く
。

公
明
　
高
齢
者
へ
の
ア
パ
ー
ト
斡
旋
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
る
と

と
も
に
、
窓
口
の
拡
大
も
図
れ
。

助
役
　
高
齢
者
の
生
活
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い

き
た
い
。

自
民
　
高
齢
者
の
健
康
を
増
進
す
る
た
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
健
康
体
操
活
動
を
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

教
育
長
　
指
導
者
の
紹
介
な
ど
、
自
主
的
活
動
を

援
助
し
て
い
く
。

社
会
　
生
活
実
習
所
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
者
通

所
施
設
へ
の
入
所
措
置
に
は
、
総
合
的
な
判
断
が

必
要
だ
。
開
設
す
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
入

所
者
を
決
定
す
る
機
能
を
も
た
せ
よ
。
ま
た
、
家

族
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
た
め
、
重
度
心
身
障

害
者
の
通
所
施
設
の
増
設
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
福
祉
部
長
　
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
き
、

措
置
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
の
総
合
的
な
判
断

も
考
え
た
い
。
今
後
も
施
設
整
備
に
努
め
て
い
く
。

共
産
　
土
曜
閉
庁
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
保
護
世

帯
の
受
診
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
医
療
券

制
度
の
改
善
を
国
に
強
く
働
き
か
け
よ
。
さ
ら
に
、

区
の
指
定
医
療
機
関
の
拡
大
も
図
れ
。

福
祉
部
長
　
医
療
証
の
交
付
を
国
に
働
き
か
け
て

い
く
。
診
療
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

…
款
．
こ
塾

毯
コ

一
潔
潔
“

　
　
亀
．

β
住
宅
対
策
の
確
立
に

積
極
的
に
取
り
組
め

社
会
　
地
価
の
高
騰
が
、
区
民
生
活
に
与
え
る
影

響
は
、
極
め
て
深
刻
だ
。
国
に
対
し
て
、
抜
本
的

＼、、

㌻』㌦み穫な
土
地
対
策
の
実
施
を
強
力
に
働
き
か
け
よ
。
ま

た
、
都
営
住
宅
の
区
へ
の
移
管
に
も
積
極
的
に
取

り
組
め
。
区
独
自
の
住
宅
対
策
の
確
立
も
急
務
だ
。

特
に
、
高
齢
者
へ
の
庄
宅
供
給
の
拡
大
を
図
れ
。

若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定
住
化
対
策
に
も
力
を
注

げ
。
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
住

民
が
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な
配

慮
の
も
と
に
進
め
よ
。
住
宅
対
策
を
拡
充
す
る
た

め
、
財
源
の
確
保
も
不
可
欠
だ
。
都
市
・
庄
宅
整

備
基
金
の
増
額
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
修
築
資

金
の
対
象
者
と
融
資
額
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り

組
め
。

助
役
　
建
築
部
長
　
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
国
や

都
に
要
望
し
て
い
く
。
高
齢
者
へ
の
ア
パ
ー
ト
斡

旋
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。
都
民
住
宅
の

誘
導
な
ど
、
多
様
な
手
法
で
定
住
化
を
図
り
た
い
。

居
住
者
に
十
分
配
慮
し
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
、

良
質
な
住
宅
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
基
金

の
増
額
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
修
築
時
の
利
子
補

給
を
検
討
し
た
い
。

自
民
　
ま
ち
を
活
性
化
す
る
た
め
、
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
の
大
幅
な
緩
和
を
含
む
、
用
途
地
域
の
見

直
し
に
全
力
を
注
げ
。
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
住

宅
確
保
に
も
努
め
よ
。
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る

7
、ノ
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た
め
、
立
体
化
の
促
進
、
高
速
道
路
の
高
架
下
や

河
川
敷
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
ま
た
、

道
路
整
備
は
、
将
来
を
見
通
し
て
効
率
的
に
進
め

よ
。
道
路
用
地
の
取
得
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

代
替
地
と
し
て
区
有
地
を
活
用
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
企
画
・
士
木
部
長
　
区
の
将
来
像

を
見
据
え
、
用
途
地
域
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。
都
や
道
路
公
団
な
ど
に
働
き
か
け
、
低
額
の

賃
貸
住
宅
の
誘
致
を
図
り
た
い
。
駐
車
場
の
整
備

は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
区
民
の

協
力
を
得
て
計
画
的
に
道
路
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
代
替
地
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

共
産
　
用
賀
駅
前
の
再
開
発
事
業
は
、
大
企
業
主

導
で
は
な
く
庄
民
合
意
の
も
と
に
進
め
よ
。
地
域

住
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
開
発
ビ
ル
ヘ
の
区
民

施
設
の
設
置
に
取
り
組
め
。
溢
水
問
題
の
解
消
に

も
努
め
よ
。

助
役
　
今
後
も
地
元
の
理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
地
区
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
く
。

公
明
環
8
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
用
賀
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
と
美
術
館
を
つ
な
ぐ
た
め
、
区
民
が

憩
え
る
広
場
と
し
て
の
歩
道
橋
を
設
置
せ
よ
。

助
役
　
新
し
い
姿
の
歩
道
橋
も
含
め
、
検
討
し
て

み
た
い
。

社
会
　
日
照
闇
題
な
ど
の
建
築
紛
争
の
処
理
が
、

施
行
主
主
導
と
な
ら
な
い
よ
う
、
住
民
の
立
場
か

ら
建
築
確
認
行
政
を
進
め
よ
。
斡
旋
や
調
停
制
度

の
P
R
に
努
め
る
と
と
も
に
、
建
築
部
門
が
一
体

と
な
っ
て
、
紛
争
間
題
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
建
築
部
長
　
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
、
紛
争
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今

後
も
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

自
民
　
教
育
行
政
の
自
主
性
の
確
立
は
、
特
別
区

制
度
改
革
の
重
要
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
区
独
自

の
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
郷
土
学
習
を
充

実
し
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
教
育
に
積
極
的
に

取
り
組
め
。
往
会
人
に
教
壇
へ
の
道
を
聞
く
な
ど
、

人
材
の
活
用
に
も
努
め
よ
。
新
任
教
員
の
能
力
向

上
を
図
る
た
め
、
初
任
者
研
修
の
実
施
に
万
全
を

期
せ
。
ま
た
、
個
人
差
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
創
設
も
検

討
せ
よ
。
学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
を
め
ざ
し
、

区
議
会
、
学
校
と
の
連
携
に
努
め
よ
。

教
育
長
　
郷
土
を
愛
す
る
児
童
、
生
徒
の
育
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
人
事
交
流
の
促
進
、

研
修
の
充
実
を
図
り
た
い
。
初
任
者
研
修
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
条
件
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

個
性
を
生
か
す
教
育
を
推
進
し
、
将
来
を
展
望
し

た
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
相
互
理
解
に
努

め
た
い
。

社
会
　
子
ど
も
の
自
然
に
対
す
る
探
求
心
を
育
む

た
め
、
科
学
博
物
館
や
水
族
館
の
建
設
に
積
極
的

に
取
り
組
め
．

区
長
　
子
ど
も
た
ち
の
自
然
科
学
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
に
も
、
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
明
　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
学
校
施
設
を
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

学
べ
る
多
目
的
教
室
の
設
置
な
ど
に
、
積
極
的
に

取
り
組
め
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
よ

う
、
区
民
施
設
と
の
複
合
化
も
検
討
せ
よ
。

教
育
長
　
学
校
施
設
改
善
委
員
会
を
設
置
し
て
、

検
討
し
て
い
く
。

自
民
　
区
立
幼
稚
園
に
は
、
幼
児
の
減
少
に
よ
り

定
員
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

区
民
施
設
と
の
併
設
な
ど
、
見
直
し
に
積
極
的
に

取
り
組
め
．

教
育
長
　
改
築
に
合
わ
せ
、
検
討
し
た
い
。
教
育

の
充
実
に
向
け
、
定
数
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
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皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
審
議
経
過
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
4
件

◇
薬
の
大
量
給
付
改
善
に
関
す
る
陳
情
　
　
　
「
願

　
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
」
と
の
意
見
が
付
け

　
ら
れ
た
。

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
の
改
正
反
対
に
関
す

　
る
請
願
　
　
　
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
」

　
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
、
関
係
機
関
に
別
掲
の

　
要
望
書
を
提
出
し
た
。

◇
学
校
給
食
の
食
器
に
関
す
る
請
願

◇
学
校
給
食
の
食
器
に
関
す
る
請
願

　
　
　
以
上
の
2
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
　
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
た
。

■
取
下
承
認
2
件

◇
鳥
山
北
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
に
関
す
る

　
請
願

◇
失
対
就
労
者
の
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

圏
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
8
件

O
法
務
局
職
員
の
大
幅
増
員
に
関
す
る
請
願

O
消
費
税
を
公
共
料
金
に
転
嫁
せ
ず
、
及
び
消
費

　
税
の
廃
止
を
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め

　
る
陳
情

0
消
費
税
の
廃
止
を
求
め
る
請
願

O
消
費
税
廃
止
に
関
す
る
請
願

O
消
費
税
廃
止
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

O
世
田
谷
区
「
平
和
都
市
宣
一
、
戸
に
基
づ
く
施
策

に
関
す
る
請
願

O
消
費
税
の
廃
止
を
求
め
る
請
願

O
原
爆
被
害
者
援
護
法
即
時
制
定
の
促
進
決
議
と

　
国
へ
の
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

（3D

傭

■
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
　
2
件

O
仮
称
リ
ン
デ
ン
ハ
イ
ム
砧
の
建
設
工
事
に
伴
う

　
開
発
地
域
の
樹
木
伐
採
に
反
対
し
緑
の
保
護
を

　
求
め
る
請
願
（
砧
8
丁
目
3
2
）

○
集
会
所
増
設
に
関
す
る
請
願
（
成
城
駅
周
辺
）

■
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
　
9
件

○
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
関
す
る
請
願
（
松
丘
小
学

　
校
区
）

O
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
請
願

○
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
請
願

○
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
請
願

O
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
請
願

O
年
金
制
度
の
改
悪
を
や
め
改
善
を
求
め
る
請
願

○
年
金
制
度
の
改
懸
を
や
め
改
善
を
求
め
る
請
願

0
年
金
制
度
の
改
悪
を
や
め
改
善
を
求
め
る
請
願

○
年
金
制
度
の
改
悪
を
や
め
改
善
を
求
め
る
請
願

■
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
1
5
件

O
環
境
整
備
に
関
す
る
請
願
（
野
沢
2
丁
目
地
区
）

○
中
高
層
建
築
条
例
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
陳
情

O
中
高
層
建
築
物
の
隣
接
住
民
説
明
に
つ
い
て
の

　
陳
情

O
建
築
調
整
課
相
隣
担
当
者
に
関
す
る
陳
情

○
「
あ
っ
せ
ん
」
、
「
調
停
」
の
時
間
に
関
す
る

　
陳
情

O
土
地
（
用
地
）
買
収
価
格
の
惰
報
公
開
を
求
め

　
る
陳
情

0
土
地
取
得
は
実
測
を
原
則
に
す
る
よ
う
求
め
る

　
陳
情

O
街
づ
く
り
推
進
地
区
指
定
に
関
す
る
請
願
（
太

　
子
堂
4
丁
目
地
区
）

○
用
賀
駅
の
用
賀
中
町
通
り
へ
の
出
入
口
設
置
に

　
関
す
る
請
願

〇
三
軒
茶
屋
公
園
拡
張
に
関
す
る
請
願

0
仮
称
リ
ン
デ
ン
ハ
イ
ム
砧
の
建
設
に
伴
う
仙
川

　
左
岸
の
車
道
建
設
巾
止
を
求
め
る
請
願
（
砧
8

　
丁
目
3
2
）

○
街
づ
く
り
推
進
地
区
指
定
に
関
す
る
請
願
（
太

　
子
堂
4
丁
目
地
区
）

○
自
転
申
置
き
場
設
置
に
関
す
る
請
願
（
東
松
原

駅
周
辺
）

○
土
地
区
画
整
理
実
施
地
区
の
風
致
地
区
指
定
解

　
除
に
関
す
る
請
願

○
建
築
指
導
の
強
化
を
求
め
る
請
願
（
岡
本
3
丁

　
目
7
）

■
文
教
委
員
会
へ
付
託
　
1
件

○
学
校
警
備
問
題
の
公
聴
会
開
催
に
関
す
る
陳
情

意
見
書

●

　
世
田
谷
区
議
会
は
、
次
の
意
見
書
・
要
望

書
を
関
係
機
関
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

消
費
税
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　
今
回
の
消
費
税
制
度
は
、
国
民
に
大
き
な

不
安
と
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
廃
止
を
含
め
見
直
す

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
9
9
条
第
2
項
の
規
定

に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

要
望
書

　
．
花
年
3
月
2
8
日
議
決
　
同
口
提
出

内
閣
総
理
・
大
蔵
・
自
治
友
臣
あ
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

改
正
に
関
す
る
要
望
書

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教
育
の

機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
ヒ
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
公

教
育
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
る
に
、
政
府
は
舷
制
摩
．
を
見
直
し
て
、

昭
和
6
0
年
度
以
降
義
務
教
育
諸
学
校
に
痩
す

る
経
費
の
国
庫
負
担
の
一
部
を
除
外
。
削
減

し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
来
年
度
の
国
の
P
算
編
成
に
当

た
り
、
新
た
に
学
校
事
務
職
員
及
ぴ
学
校
栄

養
職
員
の
給
与
を
国
庫
負
担
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
意
向
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す
と
、

地
方
白
治
体
の
財
政
負
担
を
増
大
さ
せ
、
義

務
教
育
の
円
滑
な
推
進
に
重
大
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
、

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
理
念
に
基
づ
き
、

そ
の
改
正
に
は
慎
霞
を
期
さ
れ
る
よ
う
、
世

田
各
区
議
会
は
強
く
、
要
望
し
ま
す
。

　
6
3
年
1
2
月
2
0
日
提
出
　
、
馬
年
3
月
6
日
議

会
報
告

内
閣
総
理
・
尺
蔵
・
文
部
大
臣
あ
て

▼
　
　
さ
ん
　
　
か
く
　
　
ぱ
し

…
三
角
橋

▼
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や

｝
　
お
宮
に

ワリ
▼
　
胤
握
溌
梯
の
三
角
橋
は
、
銀
鷹
村
と
騒
励
村
と

岬
の
嫌
に
あ
り
ま
し
た
。
っ
い
こ
の
縢
ま
で
、
こ
の

▼マ
あ
た
り
は
、
湘
に
顧
ま
れ
な
い
轍
い
た
七
ぼ
こ
り

｝
が
た
つ
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
が
、
ヨ
田
罵
茄
が

．
帥
か
れ
、
熾
地
も
み
る
み
る
謝
さ
を
魯
し
て
、
鷺

V
の
暑
響
っ
て
窪
ま
し
た
．

》
　
そ
の
暗
は
、
ま
だ
雄
の
齢
り
な
の
に
、
羅
も
陣

駒
り
な
い
印
が
纐
き
ま
し
た
。
用
水
の
ヤ
争
に
は
、

ワ
ふ
き
の
と
う
も
芽
を
出
し
、
カ
エ
ル
も
琶
が
熟
た

　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
　
　
　
　
　
と

▼
と
思
っ
た
の
か
、
穴
か
ら
出
て
跳
び
ま
わ
り
ま
し

▼
た
。

ワ
　
2
剛
に
な
る
と
、
春
の
風
が
喚
き
、
棚
、
搬
、

ワ
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

▼
桜
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。

ワ
　
礪
い
春
が
謝
れ
、
下
北
沢
村
の
超
た
ち
は
、
用

▼
水
の
お
か
げ
で
畑
の
し
め
り
も
よ
く
、
今
蝦
も
豊

▼
儂
だ
と
馨
ん
で
い
ま
し
た
。

り
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
　
　
　
あ
め

▼
　
と
こ
ろ
が
、
暖
か
い
雨
の
日
が
続
く
と
、
ど
こ

・
か
ら
と
も
な
く
、
蓼
な
懸
集
薦
に
、
恭
、

▼
謝
、
黒
色
の
瀦
螂
と
子
ど
も
の
蛇
た
ち
が
、
畑
や

”
菊
沓
登
発
薯
ま
し
た
．

｝
「
蹴
し
い
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。
蛇
が
こ
ん
な
に

▼
梯
嘱
を
の
た
く
る
と
い
う
詮
は
腸
い
た
こ
と
も
ね

▼

＝f．⑱
　ん　　　一一㊤
r奪橋器

）蛇ま語
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お
引
越
し

区
議
・
区
長
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
報
酬
・
給
料
を
改
定

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
、
特
別
職
の
報
酬
な

ど
を
平
均
2
・
4
0
％
引
き
上
げ
る
答
申
を
区
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
を
も
と
に
、
区
長
よ
り
特
別
職
の
報

酬
月
額
な
ど
を
元
年
3
月
か
ら
改
定
す
る
条
例
案

が
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
改
定
後
の
報
酬
月
額
は
、
区
議
会
議

長
が
七
十
九
万
八
O
O
O
円
（
引
上
率
2
・
4
4
％
）
、

副
議
長
は
六
十
七
万
六
〇
〇
〇
円
（
同
2
・
4
2
％
）
、

議
員
は
五
十
二
万
八
O
O
O
円
（
同
2
・
3
3
％
）
。

ま
た
、
区
長
な
ど
の
給
料
月
額
は
、
区
長
が
九
十

九
万
五
〇
〇
〇
円
（
引
上
率
2
・
3
7
％
）
、
助
役
は

七
十
九
万
八
O
O
O
円
（
同
2
・
4
4
％
）
、
収
入
役

は
六
十
七
万
六
〇
〇
〇
円
（
同
2
・
4
2
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

ぎ

饗
．

．
藷
瞬専〃

え
」
　
　
　
払
　
　
　
　
　
　
曳

「
何
か
良
い
こ
と
の
知
ら
せ
な
の
か
…
」

　
村
の
人
た
ち
は
、
発
鰹
の
蛇
の
訪
れ
に
慰
い
て
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
三
角
橋
の
た
も
と
に
ひ
と
り
で
由
ん
で
い
る
尽

聞
は
、
蛇
が
徳
麟
、
上
原
村
や
駒
場
村
か
ら
橋
を

灘
っ
て
く
る
の
を
財
つ
け
て
は
、
用
水
に
拠
げ
込

ん
だ
り
、
辮
で
た
た
い
た
り
し
ま
し
た
。

「
お
ら
の
村
は
蛇
の
村
じ
ゃ
な
い
。
よ
そ
の
村
の

蛇
は
い
ら
ね
え
…
」

　
兵
助
が
そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
詠
鎌
の
魏
の

永
年
勤
続
表
彰

　
勤
続
3
0
年
の
大
高
定
左
右
議
員
（
自
民
）
が
、

永
年
の
功
績
に
よ
り
特
別
区
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
は
3
月
2
8
日
に
本
会
議

場
で
行
わ
れ
、
区
長
か
ら
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

’』

　
　
　
　
　
コ
ノ
ド

　
　
　
　
や
r
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へ
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あ
F
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ギ
　
　
　
篠

　
　
　
　
麟
甲
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・
‘
。
隔
場
．
●

嵐
ぐ

　
　
　
・
、
飯
駄
諌
伊
、
、
「

　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
触
む

　
　
　
　
・
，
轡
　
　
為

　
　
　
　
　
　
凝
ン
㌔

や
．
》
華

レ

レ
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敷
居
を
ま
た
ぐ
と
、
家
の
中
は
蛇
で
い
っ
ぱ
い
で
昏

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
兵
助
は
、
青
く
な
っ
て
家
を
飛
び
出
し
、
そ
の
（

日
か
ら
、
村
に
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
直

　
こ
の
話
を
聞
い
た
名
主
の
新
左
衛
門
さ
ん
は
、
　
｛

村
の
黙
と
樒
認
し
、
蛇
た
ち
の
す
み
か
に
と
、
村
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
て
ん
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
ム

の
し
め
じ
の
と
こ
ろ
に
弁
天
様
の
ほ
こ
ら
を
建
て
釦

て
、
蛇
た
ち
を
引
越
し
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
屠
熟
、
｛

三
角
橋
や
用
水
は
、
こ
の
蛇
た
ち
に
肇
ら
れ
、
い
仙

　
　
　
　
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

つ
ま
で
も
村
は
栄
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

㈱
　
し
め
じ
…
…
世
田
谷
で
は
水
が
湧
く
よ
う
な
と
こ
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
　
ろ
を
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

レ
　
レ
　
レ
　
レ
　
レ
　
レ
　
ト
　
レ
　
↑
　
レ
　
ゆ
　
｝
　
レ
　
ひ
　
ト
　
」

鞭
掛…

編熔

禦
鱗
後
滋
羅
“
鰭

O
日
む
と
に
緑
を
増
す
木
々
の
こ
ず
え
に
、
初
夏

　
　
の
日
ざ
し
が
輝
い
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
バ
ー

　
ド
ウ
ィ
ー
ク
。
夏
鳥
も
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
小

　
鳥
た
ち
に
と
っ
て
は
、
忙
し
い
子
育
て
の
季
節
。

　
静
か
に
見
守
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

O
目
の
O
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
　
『
区
議
会
だ

　
よ
り
テ
ー
プ
版
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

　
は
、
　
『
区
議
会
だ
よ
り
』
の
内
容
を
そ
の
ま
ま

　
に
、
聞
き
や
す
く
編
集
し
た
も
の
で
す
。
O
希

　
望
の
方
は
O
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
区
議
会
事
務
局
は
、
4
月
か
ら
毎
月
第
2
・
4
土

　
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

O
区
議
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
△
□
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
麗
）
一
一
一
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